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私
た
ち
の
ま
ち高
石

位
置

（
地
勢
）

　

明
治
17
年
、
高
石
南
村
、
高
石
北
村
、
今
在
家
村
と
新
村
の
4
か
村
で
第
9
戸

長
役
場
を
設
置
。
こ
こ
に
初
め
て
現
在
の
高
石
市
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
、
同
22
年

4
月
の
町
村
制
度
で
、
高
石
村
（
人
口
3
，3
0
7
人
、
世
帯
6
1
0
）
と
し
て
地

方
自
治
の
第
一
歩
を
し
る
し
ま
し
た
。
　

明
治
34
年
に
葛
の
葉
駅
（
現
高
石
駅
）、

同
45
年
に
は
羽
衣
駅
が
開
設
し
、
風
光
明
媚
な
白
砂
青
松
の
海
浜
を
背
景
に
、
良

好
な
住
宅
地
と
し
て
の
面
目
を
備
え
、
村
勢
は
め
ざ
ま
し
く
進
展
し
、
大
正
4
年

1
月
に
は
町
制
（
人
口
4
，8
0
9
人
、
世
帯
数
9
3
5
）
を
施
行
。

　

昭
和
28
年
4
月
に
、
東
部
に
隣
接
す
る
旧
取
石
村
を
編
入
合
併
し
て
、
人
口

2
6
，9
2
5
人
、
世
帯
数
5
，9
8
5
、
6
・
1
9
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
町
域

を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
臨
海
工
業
用
地
の
造
成
や
都
市
化
に
よ
る
人

口
の
急
増
な
ど
に
よ
り
著
し
い
発
展
を
と
げ
、
昭
和
41
年
11
月
1
日
に
高
石
市
（
人

口
4
7
，6
5
0
人
、
世
帯
数
1
2
，3
2
5
、
市
域
8
・
9
9
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
市
域
は
海
面
埋
立
（
昭
和
52
年
）
の
面
積
を
入
れ
て
1
1
・
3
5
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
人
口
6
0
，3
8
9
人
、
世
帯
数
2
4
，5
3
4
（
平
成
22
年
3

月
末
現
在
）
で
す
。

　

高
石
市
は
、
大
阪
府
南
部
に
位
置
し
、
北
と
東
は
堺
市
、
南
は

和
泉
市
及
び
泉
大
津
市
に
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
し
、
西
は
大
阪
湾
に
面

し
て
い
ま
す
。

　

地
形
は
、
全
体
的
に
平
坦
で
、
東
西
6
・
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

南
北
4
・
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
11
・
35
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
あ
り
、
約
4
割
は
臨
海
部
の
埋
立
地
で
工
業
地
帯
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
陸
部
は
良
好
な
住
宅
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
南
海
本
線
、

J
R
阪
和
線
な
ど
の
鉄
道
と
国
道
26
号
、
阪
神
高
速
湾
岸
線
な
ど

の
道
路
で
周
辺
市
町
と
結
ば
れ
、
大
阪
市
中
心
部
と
関
西
国
際
空

港
の
い
ず
れ
に
も
約
20
分
で
到
達
で
き
ま
す
。

1　川淵三郎名誉市民と母校の子どもたち

2　高石市民体育大会

3　小学校の校庭芝生化事業

4　自主防災組織の消火訓練

5　高石だんじり祭り
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34

　

大
阪
湾
に
臨
む
和
泉
国
の
海
浜
は
、
古
代
以
来
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
白
砂
青

松
が
連
な
り
、
美
し
い
景
観
が
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
高
師
の
浜
は

名
勝
地
で
あ
り
、
多
く
の
和
歌
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
康
和
４
年
（
１
１
０
２
）
に
堀
河
天
皇
の
主
催

で
行
わ
れ
た
歌
会
に
お
い
て
、
当
時
の
中
心
的
な
女
流
歌
人
の
一
人
で
あ
っ
た

祐
子
内
親
王
家
女
房
（
女
官
）
紀
伊
が
詠
っ
た
次
の
よ
う
な
和
歌
が
有
名
で
す
。

　

音
に
聞
く
高
師
浜
の
あ
だ
波
は

　

か
け
じ
や
袖
の
濡
れ
も
こ
そ
す
れ

　

ま
た
、
持
統
３
年
（
６
８
９
）
の
記
録
に
大
鳥
郡
高
脚
海
が
禁
漁
区
で
あ
っ

た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
皇
室
の
漁
場
と
し
て
鮮
魚
を
献
上
し
て
い
た
と
い
う
記

録
も
あ
る
な
ど
、
古
代
か
ら
そ
の
美
し
い
海
浜
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

古代～現代
高石の あ  ゆ  み 1

百
人
一
首
に
も
詠
わ
れ
て
い
る

白
砂
青
松
の
地

古代から美しい景観を誇った高師の浜

　

明
治
37
年
（
１
９
０
４
）
に
起
き
た

日
露
戦
争
に
よ
り
、
高
石
市
と
泉
大
津

市
の
海
浜
一
体
に
約
２
万
８
千
人
を
収

容
し
た
国
内
最
大
級
の
施
設
「
濱
寺
ロ

シ
ア
人
俘
虜
収
容
所
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
に
は
人
口

4
，8
0
9
人
を
も
っ
て
町
制
に
移
行
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
浜
寺
・

高
師
浜
海
水
浴
場
は
東
洋
一
の
海
水
浴

場
、
一
大
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、
年
間

約
百
万
人
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
大
阪
中
心
部
か
ら
の
鉄
道
も

整
備
さ
れ
、
内
陸
６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
６
つ
の
駅
が
で
き
、
洋
館
建
て
の

別
荘
や
保
養
所
、
高
級
住
宅
地
と
し
て

の
開
発
が
進
み
ま
し
た
。

明
治
期
に
は
ロ
シ
ア
兵
の

俘
虜
収
容
所
が
設
置  

大
正
期
に
は

東
洋
一
の
海
水
浴
場
と
し
て
発
展

海水浴場として賑わった高師の浜 濱寺ロシア人俘虜収容所

　

昭
和
初
期
か
ら
戦
後
の
泉
州
地
域
は
、

綿
花
栽
培
や
紡
績
、
綿
、
毛
織
物
業
が
発

達
し
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て

繊
維
産
業
の
勢
い
も
失
わ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
昭
和
30
年
代
後
半
に
は
臨
海
部
の
埋

め
立
て
に
よ
り
、
内
陸
部
６
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
匹
敵
す
る
５
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
新
た
に
市
域
と
な
り
、
石
油
化
学

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
ほ
ぼ
現
在

の
市
域
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
中
心
部
へ
の
鉄
道
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
都
市
化
が
進
み
、

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
急
増
し
、

昭
和
30
年
代
後
半
に
は
４
万
人
に
ま
で
達

し
、
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
に
市
制
に

移
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
臨
海
部
の
企

業
の
社
宅
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
人
口
の
急
増
は
と
ま
ら
ず
、
昭
和

56
年
（
１
９
８
１
）
に
は
６
万
７
千
人
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
と

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
に
よ
る
人
口
の
増
加

※

１
：
普
通
交
付
税
上
の
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準

        

財
政
需
要
額
で
除
し
て
得
た
数
値
の
過
去
３

        

年
間
の
平
均
値

　

昭
和
40
年
代
、高
度
成
長
期
を
背
景
に
、臨
海
部
に
大
手
企
業
が
次
々

と
進
出
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
市
税
収
入
が
飛
躍
的
な
伸
び
を
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
急
速
な
都
市
化
に
よ
る
道
路
・
上
下
水
道
・
公
園
な

ど
の
都
市
基
盤
整
備
や
、
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
の
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
歳
出
も
増
え
続
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
30

年
（
１
９
５
５
）
以
前
の
１
中

学
校
４
小
学
校
が
、
３
中
学
校

７
小
学
校
に
な
り
、
７
小
学
校

区
に
７
つ
の
公
立
幼
稚
園
・
公

民
館
、
６
つ
の
公
立
保
育
所
、

３
つ
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
多
く
の
公
共
施
設
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
財
政
の
強
さ
を
示
す

財
政
力
指
数※

１
は
、
昭
和
62
年

度
（
１
９
８
７
）
に
１
・
３
３

９
ま
で
伸
び
、
長
年
に
わ
た
り

地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

健
全
財
政
と

都
市
基
盤
の
整
備

古代～現代

人口と市税

S35 S40 S45 S50 S55 S60

120

100

80

60
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20

〈億円〉

〈年度〉

34,104人

66,974人
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市税
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に
約
２
万
８
千
人
を
収

容
し
た
国
内
最
大
級
の
施
設
「
濱
寺
ロ

シ
ア
人
俘
虜
収
容
所
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
に
は
人
口

4
，8
0
9
人
を
も
っ
て
町
制
に
移
行
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
浜
寺
・

高
師
浜
海
水
浴
場
は
東
洋
一
の
海
水
浴

場
、
一
大
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
、
年
間

約
百
万
人
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
大
阪
中
心
部
か
ら
の
鉄
道
も

整
備
さ
れ
、
内
陸
６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
６
つ
の
駅
が
で
き
、
洋
館
建
て
の

別
荘
や
保
養
所
、
高
級
住
宅
地
と
し
て

の
開
発
が
進
み
ま
し
た
。

明
治
期
に
は
ロ
シ
ア
兵
の

俘
虜
収
容
所
が
設
置  

大
正
期
に
は

東
洋
一
の
海
水
浴
場
と
し
て
発
展

海水浴場として賑わった高師の浜 濱寺ロシア人俘虜収容所

　

昭
和
初
期
か
ら
戦
後
の
泉
州
地
域
は
、

綿
花
栽
培
や
紡
績
、
綿
、
毛
織
物
業
が
発

達
し
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て

繊
維
産
業
の
勢
い
も
失
わ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
昭
和
30
年
代
後
半
に
は
臨
海
部
の
埋

め
立
て
に
よ
り
、
内
陸
部
６
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
匹
敵
す
る
５
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
新
た
に
市
域
と
な
り
、
石
油
化
学

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
ほ
ぼ
現
在

の
市
域
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
中
心
部
へ
の
鉄
道
に
よ
る

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
都
市
化
が
進
み
、

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
急
増
し
、

昭
和
30
年
代
後
半
に
は
４
万
人
に
ま
で
達

し
、
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
に
市
制
に

移
行
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
臨
海
部
の
企

業
の
社
宅
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
人
口
の
急
増
は
と
ま
ら
ず
、
昭
和

56
年
（
１
９
８
１
）
に
は
６
万
７
千
人
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
と

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
に
よ
る
人
口
の
増
加

※
１
：
普
通
交
付
税
上
の
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準

        
財
政
需
要
額
で
除
し
て
得
た
数
値
の
過
去
３

        
年
間
の
平
均
値

　

昭
和
40
年
代
、高
度
成
長
期
を
背
景
に
、臨
海
部
に
大
手
企
業
が
次
々

と
進
出
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
市
税
収
入
が
飛
躍
的
な
伸
び
を
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
急
速
な
都
市
化
に
よ
る
道
路
・
上
下
水
道
・
公
園
な

ど
の
都
市
基
盤
整
備
や
、
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
の
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
歳
出
も
増
え
続
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
30

年
（
１
９
５
５
）
以
前
の
１
中

学
校
４
小
学
校
が
、
３
中
学
校

７
小
学
校
に
な
り
、
７
小
学
校

区
に
７
つ
の
公
立
幼
稚
園
・
公

民
館
、
６
つ
の
公
立
保
育
所
、

３
つ
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
多
く
の
公
共
施
設
が
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
財
政
の
強
さ
を
示
す

財
政
力
指
数※

１
は
、
昭
和
62
年

度
（
１
９
８
７
）
に
１
・
３
３

９
ま
で
伸
び
、
長
年
に
わ
た
り

地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

健
全
財
政
と

都
市
基
盤
の
整
備

古代～現代
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本
市
は
、
市
域
の
約
半
分
を
占
め
る
臨
海
工
業
地
帯
か

ら
の
税
収
等
に
よ
り
、
ピ
ー
ク
時
（
平
成
８
年
度
）
に
は
、

標
準
財
政
規
模
を
上
回
る
約
１
５
３
億
円
も
の
市
税
収
入

が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
景
気
低
迷
や
地
価
の

下
落
、
地
方
税
制
の
改
正
等
の
影
響
を
受
け
、
平
成
15
年

度
に
は
市
税
収
入
が
ピ
ー
ク
時
の
３
分
の
２
程
度
に
落
ち

込
み
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成
9
年
度
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
行
政
課
題
で

あ
っ
た
駅
前
再
開
発
な
ど
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
し
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
潤
沢
に
あ
っ
た
基

金
は
減
少
し
、
起
債
残
高
は
急
速
に
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
の
人
件
費
、
大
型
施
設
の
建
設
等
に
伴
う

公
債
費
、
少
子
高
齢
化
社
会
等
に
伴
う
扶
助
費
な
ど
義
務

的
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成
15
年
度
に
は
経
常
収

支
比
率※

２
が
１
０
９
・
７
と
な
り
、
一
気
に
赤
字
再
建
団

体
へ
の
転
落
の
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
全
国
各
地
で
市
町
村
の
合
併
問
題
が
巻
き
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

４
月
に
隣
接
す
る
堺
市
と
の
間
で
合
併
問
題
研
究
協
議
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
、
将
来
の

ま
ち
の
発
展
を
念
頭
に
し
、
合
併
問
題
も
一
つ
の
選
択
肢
と

し
て
捉
え
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
４
月
27
日
、
堺

市
と
の
合
併
を
問
う
住

民
投
票
が
行
わ
れ
、「
合

併
せ
ず
に
自
主
存
続
」

を
市
民
が
選
択
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
石

市
の
進
む
べ
き
道
は
財

政
を
健
全
化
し
「
自
立

再
生
」
を
め
ざ
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

財政健全化への取り組み

急
速
な
市
税
収
入
の

減
少
と
財
政
悪
化

高
石
市
の
自
立
再
生
に
向
け
、

財
政
健
全
化
を
推
進
！

「
自
立
再
生
」
へ
の
道
を

市
民
が
選
択

投資的経費の推移

0
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義務的経費の推移

第四次財政健全化計画案
財政健全化の目標

健全化判断比率  暫定率 （平成20年度決算）

●財政健全化法の指標を基準値以内に収める。
●土地開発公社の保有高を25％以上削減し健全化を図る。
●職員の退職が平準化した後に、経常的な歳出を経常的な歳入でまかなえる財政構造へ転換する。

（平成20年度から平成24年度の5年間）

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 〈年度：平成〉

〈億円〉

〈億円〉

市税の内訳

職員数の推移と目標値

歳入の確保
公の施設の
見直し

実質赤字比率

連結実質赤字比率

0％ 健全団体 早期健全化団体

早期健全化基準 財政再生基準

財政再生団体

実質公債費比率

将来負担比率

※実質赤字比率・連結実質赤字比率は、どちらも赤字額が生じていないため比率はありません。

12.98％
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その他
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固定資産税

投資的経費と基金残高・起債残高

8
0
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※

２
：
歳
出
の
う
ち
人
件
費
、
公
債
費
等
の
経
常
的
な
経
費
に
、
市
税
、
地
方
交
付
税
等
を

　
　

  

中
心
と
す
る
経
常
的
な
一
般
財
源
収
入
が
充
当
さ
れ
て
い
る
割
合
。

　
　

  

比
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
表
す
。

市民参加の行財政改革をめざして行われた、市民タウンミーティング

　

高
石
市
の
自
立
再
生
を
め
ざ
し
、
す
べ
て
の

事
務
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見
直
す
、
第
一
次
の
財

政
健
全
化
計
画
案
を
平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
12

月
に
策
定
し
、
現
在
、
第
四
次
の
財
政
健
全
化
計

画
案
に
基
づ
き
、
財
政
健
全
化
〜
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人件費の
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に
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り
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平
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、
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入
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ピ
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時
の
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分
の
２
程
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に
落
ち

込
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ま
し
た
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一
方
、
平
成
9
年
度
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
行
政
課
題
で

あ
っ
た
駅
前
再
開
発
な
ど
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
し
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
潤
沢
に
あ
っ
た
基

金
は
減
少
し
、
起
債
残
高
は
急
速
に
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
の
人
件
費
、
大
型
施
設
の
建
設
等
に
伴
う

公
債
費
、
少
子
高
齢
化
社
会
等
に
伴
う
扶
助
費
な
ど
義
務

的
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
平
成
15
年
度
に
は
経
常
収

支
比
率※

２
が
１
０
９
・
７
と
な
り
、
一
気
に
赤
字
再
建
団

体
へ
の
転
落
の
危
機
に
直
面
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
全
国
各
地
で
市
町
村
の
合
併
問
題
が
巻
き
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

４
月
に
隣
接
す
る
堺
市
と
の
間
で
合
併
問
題
研
究
協
議
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
、
将
来
の

ま
ち
の
発
展
を
念
頭
に
し
、
合
併
問
題
も
一
つ
の
選
択
肢
と

し
て
捉
え
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
15
年
（
２
０
０
３
）
４
月
27
日
、
堺

市
と
の
合
併
を
問
う
住

民
投
票
が
行
わ
れ
、「
合

併
せ
ず
に
自
主
存
続
」

を
市
民
が
選
択
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
高
石

市
の
進
む
べ
き
道
は
財

政
を
健
全
化
し
「
自
立

再
生
」
を
め
ざ
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

財政健全化への取り組み

急
速
な
市
税
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入
の

減
少
と
財
政
悪
化

高
石
市
の
自
立
再
生
に
向
け
、

財
政
健
全
化
を
推
進
！

「
自
立
再
生
」
へ
の
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を

市
民
が
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●財政健全化法の指標を基準値以内に収める。
●土地開発公社の保有高を25％以上削減し健全化を図る。
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債
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の
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的
な
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に
、
市
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、
地
方
交
付
税
等
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中
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と
す
る
経
常
的
な
一
般
財
源
収
入
が
充
当
さ
れ
て
い
る
割
合
。

　
　

  

比
率
が
高
い
ほ
ど
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
表
す
。

市民参加の行財政改革をめざして行われた、市民タウンミーティング
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事
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を
ゼ
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ベ
ー
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第
一
次
の
財

政
健
全
化
計
画
案
を
平
成
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（
２
０
０
３
）
12

月
に
策
定
し
、
現
在
、
第
四
次
の
財
政
健
全
化
計

画
案
に
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づ
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財
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組
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本
市
に
お
い
て
は
、
高
度
成
長
期
の
人
口
急
増
に
よ
り
学
校
教
育
施
設
の
ほ

と
ん
ど
（
92
・
７
％
）
が
新
耐
震
基
準
以
前
の
昭
和
56
年
ま
で
に
建
設
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
耐
震
化
が
急
が
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
学
校
教
育
施
設
の

耐
震
化
を
市
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
平
成
18
年
度
か
ら
耐
震
化
計

画
に
基
づ
き
着
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
中
、
平
成
21
年
、
国
に
よ
る
支
援
策
を
最
大

限
に
活
用
し
た
「
た
か
い
し
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
を
策
定
し
、
平
成
22
年
度
中
に
は
、

す
べ
て
の
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
が
完
了
す
る

予
定
で
す
。 

　

ま
た
、
耐
震
化
と
同
時
に
全
面
的
な
改
修
工

事
を
実
施
し
、
学
校
施
設
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
に
太
陽
光
発
電
等

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
は
じ
め
と
し
た

エ
コ
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
C
O
2
削
減

に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
と
環
境
教
育
の
教
材

と
し
て
の
活
用
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校

教
育
の
情
報
化
の
観
点
か
ら
、
校
内
L
A
N
の

整
備
、
児
童
・
生
徒
・
教
員
用
パ
ソ
コ
ン
、
電

子
黒
板
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
導
入
な
ど

学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
も
行
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
な

か
、
本
市
で
は
、
待
機
児
童
の

解
消
や
子
育
て
支
援
の
充
実
を

は
か
る
た
め
、平
成
14
年
以
降
、

２
つ
の
公
立
保
育
所
を
民
営
化

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
在
、
老

朽
化
し
た
園
舎
を
新
し
く
建
て

替
え
、
幼
稚
園
・
保
育
所
の
両

方
の
機
能
を
備
え
た
認
定
こ
ど

も
園
を
整
備
し
、預
か
り
保
育
・

延
長
保
育
な
ど
幼
児
教
育
・
保

育
を
一
体
的
に
提
供
す
る
た

め
、
平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

４
月
の
開
園
を
め
ざ
し
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
立
と
民
間
で
そ
れ

ぞ
れ
役
割
分
担
を
行
い
な
が

ら
、
地
域
子
育
て
支
援
や
障
が

い
児
保
育
を
行
う
な
ど
、
拡
大

す
る
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
南
海
中
央
線
は
、
本
市
を
南
北
に
横
断
す
る
都
市
計
画
道
路
で
、

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
の
安
全
確
保
ば
か
り
で
な
く
、
災
害
時
の
重
要
な
街
路
網

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
未
整
備
の
一
部
区
間
に
お
い
て
、「
完
了
期
間
宣
言
」（
完
了
予
定
年
度

　

平
成
25
年
度
）
を
行
い
、
国
の
重
点
支
援
を
受
け
つ
つ
、
安
全
・
安
心
な
道
路

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
　

安全・安心のまちづくり

〜
学
校
教
育
施
設
耐
震
化
率
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
か
ら

　

耐
震
化
率
１
０
０
％
の
達
成
と
教
育
環
境
の
充
実
〜

た
か
い
し
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

〜
公
民
の
役
割
分
担
〜

幼
児
教
育
・
子
育
て
支
援
の
充
実

たかいしスクール・ニューディールの　　　　  の柱4つ

強く

最先端の教育環境の
整備

耐震補強工事
・児童生徒の安全確保
・非常災害時の防災拠点の
  確保

きれい
全面的な改修工事

・内外装工事により安全・安心で
  快適な施設環境の確保

新しく
校内LAN工事／
地デジ・PC等の整備

エコ
太陽光パネルの設置
・CO2の削減効果
・電気代2割程度の削減
・非常用電源としての活用

・情報活用能力の向上、児童生徒等用PCや
  電子黒板等の整備、新学習指導要領
  完全実施へ向けた教材整備など

耐震化率100％を
一気に達成

都
市
計
画
道
路

「
南
海
中
央
線
」
の
整
備

〜
安
全
・
安
心
な
道
路
づ
く
り
〜

一部供用が開始された区間では、アダプト・プログラムによる美化活動も行われています
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羽衣駅完成予想図高石駅完成予想図

　

高
石
市
内
を
南
北
に
走
る
南
海
本
線

は
、
大
阪
市
と
和
歌
山
市
を
結
ぶ
鉄
道

で
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
は
じ
め

泉
州
地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
主
要
な
交
通
機
関
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
交
通
量
の
増
加
と

列
車
本
数
の
増
便
に
よ
る
踏
切
部
の
交

通
渋
滞
が
発
生
し
、
そ
の
解
消
策
と
し

て
南
海
本
線
と
高
師
浜
線
を
高
架
化
す

る
連
続
立
体
交
差
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
13
箇
所

の
踏
切
が
無
く
な
り
、
道
路
交
通
の
円

滑
化
を
図
れ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
鉄
道
に

よ
り
分
断
さ
れ
て
い
た
市
街
地
の
一
体

化
が
図
れ
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
多
大
な
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）
11
月
に
は

南
海
本
線
の
上
り
仮
線
（
難
波
方
面
）

設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

芦
田
川
は
和
泉
市
信
太
山
に
源
を
発
し
、
本
市
の
市
街
地
を
経
て
大
阪
湾
に
流

入
す
る
二
級
河
川
で
す
。

　

平
成
９
年
度
（
１
９
９
７
）
に
高
石
市
東
羽
衣
地
先
か
ら
高
石
市
西
取
石
地
先

ま
で
の
約
１
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
国
土
交
通
省
の
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
河
川
に

指
定
さ
れ
、
現
在
、
そ
の
一
部
区
域
（
０
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
整
備

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
浸
水
対
策
の
み
な
ら
ず
、
水
と
緑
に
あ
ふ
れ
た
潤
い
あ
る
親

水
空
間
の
創
造
を
進
め
て
い
ま
す
。

豪雨などによる浸水被害を解決するため、地下にボックスカルバートを
設置する工事が行われています

ボックスカルバート

市
民
と
と
も
に
進
め
る

芦
田
川
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業

　

本
市
で
は
、「
人
間
都
市
・
高
石
」
を
都
市
目
標
に
高
石
市
総
合
計
画
（
目

標
年
次
を
平
成
2
年
）
及
び
第
2
次
高
石
市
総
合
計
画
（
目
標
年
次
を
平
成
12

年
）、第
3
次
高
石
市
総
合
計
画（
現
計
画
：
目
標
年
次
を
平
成
22
年
）を
策
定
し
、

社
会
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
の
利
点
を
活
か
し
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

将
来
的
な
視
点
と
展
望

に
立
っ
た
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
と
、

本
市
の
進
む
べ
き
目
標

を
定
め
る
た
め
、
第
4

次
高
石
市
総
合
計
画（
目

標
年
次
を
平
成
32
年
）

を
策
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

南
海
本
線
・
高
師
浜
線

連
続
立
体
交
差
事
業
の
推
進

〜
交
通
遮
断
の
解
消
と
駅
周
辺
の
活
性
化
〜

【
総
合
計
画
】

高
石
市
総
合
計
画
は
、
高
石
市
の
す
べ
て
の
計
画
の
基
本
と
な
る

も
の
で
、
市
が
実
施
い
た
し
ま
す
福
祉
・
都
市
基
盤
整
備
・
環
境

保
全
・
産
業
振
興
・
教
育
な
ど
の
様
々
な
分
野
に
わ
た
る
事
務
事

業
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
４
次
高
石
市
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

市民委員によるワークショップ

回答者数=1,371
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第4次高石市総合計画の策定に向け実施した「中学生意識調査」「市民意識調査」

10年後、高石市が魅力ある街であるためには、
どのような街をめざすべきだと考えますか。（２つまで）

中学生意識調査 市民意識調査

安全で安心して暮らせるまち
高齢者や障害をもつ人にやさしいまち
子どもが伸び伸びと育つまち
健康に暮らせるまち

毎日の暮らしが便利なまち
みんなが生きがいを持てるまち
人とのふれあいが温かいまち
静かで落ち着きのあるまち

産業が盛んでにぎわいのあるまち
緑豊かなまち

市民が活発で元気なまち
環境にやさしいまち
人の交流が盛んなまち
歴史や文化のかおるまち
人権尊重のまち
その他
無回答
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。
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市
民
憲
章

市
歌

都
市
宣
言

（
昭
和
46
年
11
月
22
日
制
定
）

（
昭
和
46
年
11
月
22
日
制
定
）

作
詞
　

竹
内
　

幸
子

補
詞
　

小
野
十
三
郎

作
曲
　

野
口
源
次
郎

姉
妹
都
市

米
国
・
ロ
ミ
タ
市

　

１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）
10
月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ロ
ミ
タ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
ま
し

た
。
ロ
ミ
タ
市
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
か
ら
南
へ
約
40
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
位
置
す
る
人
口
約
２
万
人
、面
積
３
・
５
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
街
で
す
。
高
石
市
姉
妹
都
市
協
会
を
通
じ
て
、
年
１
回

の
交
換
留
学
や
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
へ
ラ
ン
ナ
ー
を
招
聘

す
る
な
ど
、
海
を
越
え
た
交
流
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

高
石
市
の
「
高
」
を
図
案
化
。
台

の
円
は
、
市
民
の
幸
福
と
協
和
を
意

味
し
、
そ
の
上
に
高
石
市
が
高
度
に

発
展
す
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。
一
般
公
募
に
よ
り
昭
和
41
年
12

月
20
日
制
定
。

友
好
都
市

和
歌
山
県
有
田
川
町

　

１
９
９
４
年
（
平
成
６
年
）
７
月
か
ら
友
好
都
市
で
あ
っ
た

清
水
町
が
近
隣
の
町
と
合
併
し
、
有
田
川
町
が
誕
生
し
た
こ
と

に
よ
り
、
２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）
11
月
に
新
た
な
友
好
都

市
交
流
提
携
を
結
び
ま
し
た
。
有
田
川
町
は
和
歌
山
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
美
し
い
森
林
と
渓
谷
が
展
開
す
る
自
然
豊
か

な
町
で
す
。
ま
た
、
旧
清
水
町
域
に
は
本
市
の
「
ふ
る
さ
と
村

キ
ャ
ン
プ
場
」
が
あ
り
、
夏
休
み
に
は
多
く
の
市
民
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

市
章

　

松
の
緑
は
人
の
心
に
や
す
ら
ぎ
と

親
し
み
さ
を
与
え
、
高
石
市
が
い
つ

ま
で
も
こ
の
緑
に
お
お
わ
れ
る
こ
と

を
念
願
し
、
そ
の
象
徴
と
し
て
市
の

木
に
選
定
し
ま
し
た
（
昭
和
46
年
11

月
22
日
制
定
）。

市
の
木

　

寄
り
添
っ
た
花
弁
は
市
民
が
力
を

合
わ
せ
住
み
よ
い
ま
ち
を
建
設
す
る

姿
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
さ
わ
や
か
な

香
り
は
文
化
の
実
り
を
お
も
わ
せ
、

美
し
い
ま
ち
と
明
日
へ
の
希
望
を
象

徴
す
る
が
ご
と
く
気
品
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
花
を
発
展
途
上

に
あ
る
わ
が
高
石
市
の
市
民
の
誇
り

と
願
い
に
一
致
す
る
も
の
と
し
て
、

市
の
花
に
選
定
し
ま
し
た
（
昭
和
46

年
11
月
22
日
制
定
）。

市
の
花

松菊
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高石の年表

平
成
11
年
（
1
9
9
9
）

昭
和
41
年

11
月
1
日 

市
制
施
行

（
1
9
6
6
）

平
成
12
年
（
2
0
0
0
）

平
成
13
年
（
2
0
0
1
）

平
成
14
年
（
2
0
0
2
）

平
成
15
年
（
2
0
0
3
）

平
成
16
年
（
2
0
0
4
）

平
成
17
年
（
2
0
0
5
）

２
月　

総
合
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
１
期
工
事
完
成

10
月　

複
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
と
ろ
し
プ
ラ
ザ
」
完
成

11
月　

市
営
浜
墓
地
完
成

５
月　

第
３
次
総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定

８
月　

行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
策
定

３
月　

芦
田
川
ふ
る
さ
と
広
場
完
成

４
月　

高
石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

４
月　

堺
市
・
高
石
市
合
併
問
題
研
究
協
議
会
が
発
足

11
月　

合
併
問
題
に
関
す
る
住
民
説
明
会
が
始
ま
る

12
月　

川
淵
三
郎
さ
ん
（
J
F
A
キ
ャ
プ
テ
ン
：
当
時
）
が
名
誉
市
民
に

２
月　

総
合
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
診
療
セ
ン
タ
ー
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
が
完
成

３
月　

高
石
駅
東
B
地
区
再
開
発
ビ
ル
「
ア
プ
ラ
た
か
い
し
」
完
成

４
月　

阪
口
伸
六
市
長
が
初
当
選
、
堺
市
と
の
合
併
を
問
う
住
民
投
票
は
「
合
併
に
反
対
」
が
多
数
を
占
め
る

12
月　

第
一
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

１
月　

市
民
参
加
の
行
財
政
改
革
を
め
ざ
し
て
、
市
民
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

８
月　

道
路
・
公
園
等
の
管
理
に
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

10
月　

第
二
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

３
月　

高
石
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定

11
月　

教
育
委
員
会
に
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
発
足

平
成
18
年
（
2
0
0
6
）

平
成
19
年
（
２
０
０
7
）

平
成
20
年
（
２
０
０
8
）

平
成
21
年
（
２
０
０
9
）

２
月　

第
三
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

２
月　

高
石
市
消
防
団
発
足

４
月　

南
高
砂
に
５
万
ト
ン
級
船
舶
が
利
用
可
能
な
多
目
的
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成

11
月　

市
制
施
行
40
周
年
を
迎
え
る

11
月　

和
歌
山
県
有
田
川
町
と
友
好
都
市
交
流
提
携
調
印

１
月　

粗
大
ゴ
ミ
の
有
料
化
ス
タ
ー
ト

４
月　

福
祉
バ
ス
２
台
体
制
で
運
行
を
開
始

６
月　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
、
高
石
市
企
業
立
地
等
促
進
条
例
制
定

８
月　

高
石
市
学
校
教
育
施
設
耐
震
化
計
画
を
策
定

２
月　

第
四
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

８
月　

第
二
次
高
石
市
学
校
教
育
施
設
耐
震
化
計
画
を
策
定

11
月　

津
波
を
想
定
し
た
総
合
避
難
訓
練
を
実
施

６
月　

た
か
い
し
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
・
第
三
次
高
石
市
学
校
教
育
施
設
耐
震
化
計
画
を
策
定

10
月　

認
定
こ
ど
も
園
導
入
を
決
定

中山末吉
（昭和41年11月 1日～昭和42年1月）

浅野政雄
（昭和42年2月～平成3年2月）

寺田為三
（平成3年2月～平成15年4月）

阪口伸六
（平成15年4月～）

高石市立老人保健施設

福祉バス「らくらく号」 アプラたかいし

多目的国際ターミナル完成

高石市消防団
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高石の年表

平
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（
1
9
9
9
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市
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（
1
9
6
6
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（
2
0
0
0
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（
2
0
0
1
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（
2
0
0
2
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（
2
0
0
3
）

平
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（
2
0
0
4
）

平
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（
2
0
0
5
）

２
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イ
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ア
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プ
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営
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５
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３
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８
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行
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政
改
革
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計
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策
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３
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４
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石
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４
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石
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併
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併
問
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す
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民
説
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る

12
月　

川
淵
三
郎
さ
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J
F
A
キ
ャ
プ
テ
ン
：
当
時
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名
誉
市
民
に

２
月　

総
合
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
診
療
セ
ン
タ
ー
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
が
完
成

３
月　

高
石
駅
東
B
地
区
再
開
発
ビ
ル
「
ア
プ
ラ
た
か
い
し
」
完
成

４
月　

阪
口
伸
六
市
長
が
初
当
選
、
堺
市
と
の
合
併
を
問
う
住
民
投
票
は
「
合
併
に
反
対
」
が
多
数
を
占
め
る

12
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第
一
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高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

１
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市
民
参
加
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行
財
政
改
革
を
め
ざ
し
て
、
市
民
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
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開
催

８
月　

道
路
・
公
園
等
の
管
理
に
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

10
月　

第
二
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

３
月　

高
石
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
策
定

11
月　

教
育
委
員
会
に
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
発
足

平
成
18
年
（
2
0
0
6
）

平
成
19
年
（
２
０
０
7
）

平
成
20
年
（
２
０
０
8
）

平
成
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年
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０
０
9
）
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２
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５
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成
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迎
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有
田
川
町
と
友
好
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市
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提
携
調
印

１
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粗
大
ゴ
ミ
の
有
料
化
ス
タ
ー
ト

４
月　

福
祉
バ
ス
２
台
体
制
で
運
行
を
開
始

６
月　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
、
高
石
市
企
業
立
地
等
促
進
条
例
制
定

８
月　

高
石
市
学
校
教
育
施
設
耐
震
化
計
画
を
策
定

２
月　

第
四
次
高
石
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
策
定

８
月　

第
二
次
高
石
市
学
校
教
育
施
設
耐
震
化
計
画
を
策
定

11
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津
波
を
想
定
し
た
総
合
避
難
訓
練
を
実
施

６
月　

た
か
い
し
ス
ク
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ル
・
ニ
ュ
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デ
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ル
・
第
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次
高
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市
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校
教
育
施
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画
を
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定
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認
定
こ
ど
も
園
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を
決
定
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高石市
Takaishi City

みんなで創る安心のまち


